
＜教育利用＞ ⑤ Copilotを活用して自分の書いた英作文をブラッシュアップしてみよう！

北九州市立高等学校（福岡県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-6

・教科・科目等: 英語コミュニケーションⅠ
・学級: 1年2組
・単元: Copilotを活用して自分の書いた英作文をブラッシュア
ップしてみよう！
・生成AIを利用することで期待されること
学習者が書いた英作文を添削してもらったり、理想とする英文
にアレンジしてもらったりすることで、英語での表現の幅を広げ
ていくことが期待される。

・活用場面：生徒一人ひとりが、Copilotに英作文を添削しても
らったり、書き換えたりしてもらっている場面。

・活用方法・ポイント:添削や書き換えを具体的に指示（入力）し
、生徒自身が求めるような回答が得られるか。また、添削結果と
自身の原文を見比べ、どこがどのように変わったか。

・期待される生徒の姿:様々な英語の表現に触れることを通して
、書き方や語彙を習得しながら、表現の幅を広げていこうとする
姿。

活動の様子・プロンプト等
メリット: ミスを修正してくれるだけでなく、異なる書き方も提示
してくれる。
デメリット: 自分が求めるような英文等が出てくるまでに時間が
かかる場合がある。


